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Summary 
1) Liver catalas巴 activiti巴sof mice fed with the diet containing phloxine (0.5, 1.0 and 2.0 96) 
during five to eight months were d巴termined.
2) Phloxine depressed liver catalase activity. Catalase activity d巴creasedin respons巴tothe 
quantity of phloxine added in diet and to raising terms. 
3) Phloxine was excreted in faeces of mic巴withoutdecomposition. 
食月jター ノレ｛弘子持が， タンパク質分解両手，~l）や RNase, DNase2lの活性をl:U.';!irすることは先に級
告した． しかし，これらは invitroでの尖験であって，生体内でもこれとl!iJー の作JI]が起ると々
えるのは早計で、ある．
生体1J~ の IWぷ系lζ及ぼす食Ill ターノレ｛今井；の協併を t制べる｜！的で，今 1111 はカタテーゼをとりあげ
た．｛主ぷiM人fo;JNで、マウスを制l守し，一定期間後の）JI：臓カタラーゼ、活性の抗移を測定した品，1；応に
ついて報告する．
実験方法
1) 供試色素および飼料の調製法
rliJ lf1J1・2lまでの尖験結果をIV1案して，供1h¥1:弘ぷl立食Jl]1J＼；色 104；ま（phloxine）そえらんだ. iliJVi 
の~＼it＇！~状のマウス l.W\Hl制’、'f(オワエンタノレ的 f:J:‘ KKi災）をお｝ li11＂し，これに況：，uじで、 0.5, 1. 0, 2. 0 ~ら :l)
になるように赤色 1041} (J的以 1'.1'1 ，熊谷染料KK ＇~りを泌合し， j必：itの水を力II えてふたたひ：7;1i.N
状lζ格形した後， 60°Cf) ！＂で乾燥して； ti鈴JI飼料とした．制lおよび水は不断給与・給水とし，
飼育は l~f 然泌｛支の ?Ji付でfi なった．
2) マウス肝臓カタラーゼ抽出液の調製法
用いたマウスは， 毛色について i.r］；乏した近交系 A(Agouti）である． ！封殺後マウスの肝臓に
二本研究の袈況は，昭和45＂ド9月 日本Jilk~化＇.）＇：会シンポジウム（食M：と公？？）で発表した．
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O.lMリン酸級衡波（pH6.8）安加えて 0°Cで homogenizeし，述心分出f&(0°C, 10,000 rφm. 155)-
Il］）した．上W:i交を同一綬衡液で 50mlK定谷し，この Sml をさらに上 ii~綬1!f1j波て· lOOml K定
得したね1.1111j伐を， )JIこ！政カタラーゼの汚·~l:illll ；心川市t手？とした．
3) 過酸化水素分解力の測定
市販のカタラ一一げをJUいてだ迎反応条件を求め，次のような条例二で2マウス）f）蹴カタラー ゼ、のj必
般化水ぷ分解）J；をvm;iごした． O.OlM 過般化水ぷ 0.5mlとO.lMリン般綬衡波（pH6.8) 2.0 mlと
の泌j伐に 1liL~カタラーゼ長It/I\波 lmlを添加し，氷水1で5分1¥J反応させた.2N !1政問主 lmlを加
えて反応をd：め，~心分離（0°C, 10,000 rφm.15分！日J) 後の Li£／：放の 2mlをとって， 0.005N 
j的マンガン般カリウム波で消〉ιし，カタラー ゼ＇ f1!1/H放処添加の刈！日1との若から分解された過般化
水系fl：を求めた．
4) 議中色紫の paperchromatography 
'.);f験飼料で8カ月1¥J制討されたマウスの災（4～5g）を集め， 50？らエタノーノレあるいは蒸潟水
を加えて乳鉢ですりつぶした．法心分出f&してJ:iG:放をとり，政指1して paperchromatogr可》hyの
,M：料とした.Jli:IJfJi8'Wょとしては，（刈アセトン・イソアミノレアルコーノレ・水（6:5:5) およひ。（b）イ
ソプロヒ勺レアルコール・ i昨般エデノレ・水（6:1:3）の2稲を川いた．
実験結祭
I. マウス肝臓カタラーゼの活性変化
カタラーゼ、活性の測定は，色主将添加制料を与えて5ヵ月日から8ヵ月［：Iまで， 1ヵntif:!ζ行な
った．料品主は Fig.lのようであった．
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Fig. I. Changes of c乱talaseactivity of mice !Cd with diet 
containing various amounts of phloxine. 
A: 0% phloxinc (normal diet) 
A 
B 
c 
D 
B: 0.5% phloxinc added C: 1.0% phloxinc added 
D: 2.0% phloxine added 
Decomposed H202 is expressed as IO“2mg/mg protein. 
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カタラーゼの活性はカタラーゼ品I1¥ i伐＇＂＇＇＇のタンパク買を Low1yらの法めによって測定し， 単
位タンパク質I十tl乙合まれるカタテーゼによって分解されたj助役化水ぷ此を求めて， タンパク'l1I
1 mg~ りの活性皮として示した．
色泌総添加lの削料によって f!ri]fi したマウスでは，日i：臓カタラ－~·の活ti:lま尖！倹JUJl¥l'Irほとんど
変化がなかった．これに対し，色ぷを添加｜したものでは添加ほが多くなるにつれてカタラーゼの
活性はl任容された．また，色ボ添｝JIU1l：がi)］ー のものでも飼育！日JU＼］が長くなるにつれて活性はm容
された．カタラーゼ111¥ Jlij＇ζマウスの肝臓in泣を制定し，体mK対する比を求めた結果は Table1 
’l'ablc I. Ratios of liver weight to body wci日ht.（× 100) 
コ 6 7 日
3.51 
0.5 2.11 5.15 3.99 6.47 
LO 4.08 4.42 5.06 7.56 
2.0 4.02 5.40 5.54 5.68 
のようであった. 1;1IJ日lll\J の綿花子であり~＞＼1：十数も少ないのではっきりしたことは云えないが，一般
に色素添加飼料を与えたものの）jが肝臓が肥大している傾向が見られた．
I. 飼料および水の捜取鑑
マウス 1在日が毎月炭取した飼料道沿は 1、able2 のようであった．｛主ぷ添加iのものとむぷJ！！~i添加i
のものとに大差は認められなかった．
。fdiet taken 
Phloxine Jul. Aug. Sep. Oct. Nov. Dec. Jan. Feb. 
added 
g 。 133.3 95.6 97.9 115.7 101.6 129.5 104.5 105.4 
0.5 126.9 109.8 115.1 119.3 110.6 133.4 116.5 116.8 
1.0 121.7 121.8 135.4 126.3 92.1 144.3 109.4 121.8 
2.0 115.3 109.2 119.4 118.4 109.9 145.8 121.6 130.6 
Nov. Dec. Jan. Feb. 
。 184 165 193 174 182 
0.5 260 231 248 251 249 
1.0 269 246 253 251 262 
2.0 288 280 264 270 269 
また，飼育途中からではあったが，マウス li瓜~りの毎月の水の摂取拾を調べたがi来が Table 3 
である．水の炭取！設は色栄添加飼料を与えたものの）jが多く，色ぷ添力lf立が多い1長期加する傾向
が認められた．
II. 議中の色紫の paperchromatography 
飼料に添加した色素が体内で変化を受けたか否かを調べるため，灘小の色素をおIIiして paper
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chromatogr可Jhyでも，1J,べた．約九ミは Fig.2 のようであって，色ぷが体内で分的されたJr~跡は認め
られなかった．
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Fig. 2. Paper chromatograms of extracts Ji・omfaeces of・mice.
入： phloxinc
B: extract with 50%, EtO紅白omfaccc of mo日目、
Jed with phloxincぐりntainingdiet 
じ： extractwith water from the same faccc as B 
D: extract with 50'/c, EtOH from faccc of・mouse
!Cd with normal diet 
E: extract with water from the same fac《caぉD.
Solvent l I acetone・ isoamyl alcohol・water(6:5:5) 
l 11 1sopropyl alcohol・ ethyl acetate・ water (6: I: 3) 。： spotsdctcctccl同 ultravi（》letray 
最言 繋
赤色104 りーの 1li:'l~I:IζIYJしては， H!:O.l/Uの長JUJ1lf;'1Lh¥lJ.J1の紡来， •Ti: ）三な，Ji:tl：（立認められていないと
あるものの， あるいはfザVI:,11:'t'I：試験のキ，＇；~I~ ＇ 'b; .~：：であることが I許認されたのなどの心仰がある．
また， ラットのJlf1fおよひ＇rfJJUfk士、jして亦色 104l子の J；（；~；li，~は認められなかったとの総合れもあ
る． しかし，本克服のがi洪によれば，経Ii'I:J rcJ災取守れた赤色 104））・がマウスのJFJ抜カタラーゼ
のお付I:を！UL’t与することはiりiらかである． 'J‘えた8ぷ.l1l：はi必 •ll＼・の食品への添加 11(0. 01～0. 03%にく
らべると正しく多iえであったので， このk:i'i;,J~をもって 11＇〔ちに亦色 104 ）｝の ,f.j',lf-'11上を i~々すること
は.ilLtけなければならないが，ぶ色 104りのまJrj除機能lこ1"Jらかの路特を＇J・えるおそれがあるとはえ
えよう．
)UC1；＼；む 103 サについては， 1li:'VI：ぷ！~~が行なわれていないとのL11\ili で約！l：がとり iねされた．こ
れによって，かつては24税制あったタールぷ色ぷは 12械と、：p.減し，この絞りの 121'については
すべて悦性心悦試験による安全VI:：が総認され一応の終加ができたのといわれている． しかし，赤
色 104りを食品添加物として別収認めている協は，日本とウノレグァイとの2カ[JI.j5,8）のみであり，
本実験の対決および後i殺分解的ぷlζ対する1'JI 2）などを考える II寺， i;＼~色 104 8・の安全性について
はさらにけiHllな実験が行なわれることが盟まれる．
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子1>:3.1ミ験1lζ亦色104号添｝Jl飼料を…1:y・えたマウスの＇ I'IC ，毛なみが：J1:,n~に荒れたものがIll現した
が，その以内が本：色おによるものとは断じがたい点もあるので，多；ぢ ·H~たとして j£li1己しておきた
要約
1) 食JI;Ji；色101号（フロキシン）与を0. 5, 1. 0および2.0%添加した古川＇＇ fでマウスを8ヵJIHI t1J 
討し， 5 ヵ月！と！から 8 カ月 1~1 まで 1 カ月ごとにlffl蹴カタラーゼ活性の封i；修を調べた．
2) 赤色 104 号はカタラーゼ；litl：を m1~J.:i: した．活性の間安i置は包お添｝JIJ:,tがWI大するにつれて，
またlJー 添加（はのものでは的存JVJl'iJが長くなるにつれて1%くなった．
3) 赤色 104りーはマウスの体内では変化を受けずに排出された．
ヨドヨミ験lζ協力して国いた本学；百1隊員池Ili1・ LJL氏，また実験材料のマウスを悦供してj兵いた;j>:"(:
；潟市戸医学iiJf究宗 lζ対して！1長謝のなをJ~する．
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